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　〇八年十月三十一日、全国各地で三十人の障害者らが「障害者自立支援法は法の下の平等を定めた憲法や障害者権利条約に違反する」と一斉提訴、京都地裁では、稲継学さん(四十二歳・福知山市)がこれに加わりました。そして、京都では三月十一日午前十時、第一回口頭弁論が開かれます。障害者自らが声をあげ異議を唱えた「憲法裁判」の闘いが、司法の場でも始まります。以下は、二次訴訟原告、井上吉郎さんの文章です。
障害者自立支援法は、〇四年に厚
きょう、歴史が動く！

障害者の人権を守り、願いを発展させる闘いが今はじまる
労省が示した「改革のためのグランドデザイン」を受け継ぐ形で、無理やりに成立させられた法律です。「グランドデザイン」で問題になったのは「定率負担＝応益負担」の考え方でした。サービス利用者の懐具合を無視する「応益負担」に批判はあつまりました。それを引き継いで厚労省が出してきたのがこの法律で、特筆すべきは、法律の成立前も成立後も批判にさらされてきたことです。サービス利用者である障害者や関係者からの評価が最初から低かったのが特徴でした。

· 　　　　　　　☆
法律は〇五年十月、自民・公明両党の賛成で国会を通り、〇六年四月から実施にうつされました。自立支援法を、障害者などが受け入れやすいように、①「定率負担」以外の負担を「裁量的経費」（国や自治体のさじ加減で動く）から「義務的経費」（国や自治体の負担を固定する）にする②「三障害」（身体、知的、精神）を一緒にする③利用料を負担することによって、サービスが「恩恵的」でなくなり、福祉施策が権利になる④サービスの提供で得をするのだから、利用者の負担は当然である⑤より大きな仕組みである介護保険と一緒になっても困らないよう、負担も介護度も同じようにする、などが宣伝され、制度化されました。

9.28応益負担反対集会パレード(京都市内)
しかし、法律がどのようにうたい、為政者がどのように強弁しても、闘いは収まりませんでした。「定率負担＝応益負担」の考え方で制度が設計されているからです。

· 　　　　　　　　☆
自立支援法では、利用者負担によって①一般的に言って所得の低い障害者を、サービス利用から遠ざける②公的負担が少なくてすみ、国や自治体の財政が助かる③「ホテルコスト」（食事代や宿泊費）などがとりやすくなる④介護保険と同じ仕組みなので「統合」しやすくなる⑤「受益者負担」を福祉の原則にしやすくなるなどの効果が期待されました。
しかしながら、障害者らはごまかされませんでした。障害者らがこのことを見抜いたからこそ、闘いが燎原の火のように燃えひろがり、障害者運動史上前例のない運動となったのです。

· 　　　　　　　　☆
全国段階での何万人と集まる集会や国会議員への働きかけ、各地での従来の行きがかりを超えたまとまりなど、誰も経験したことのないような運動が広く取り組まれました。京都では、個人を基礎に、継続的な取り組みとなりました。
障害者らが自立支援法で問題にして、批判したことは多面的です。障害や障害者の範囲、障害者の働く場の確保、家族に依存している介護の転換、事業所へ報酬の支払い方式を「日払い」とすることの不合理、障害程度区分の実態との乖離（かけ離れていること）、事業所や職員の処遇改善などです。　

その中でも、「定率負担＝応益負担」が、障害が重度であればあるほど負担が増えること、世界にも例を見ない悪法であること、利用者の人権を傷つけること、障害者のサービス利用を「私益」と捉えていることなど、大きな批判にさらされました。

· 　　　　　　☆
そうした中で、昨年、「障害者自立支援法訴訟」が全国八地裁で提起されたのです。自立支援法の闘いが司法の場にも広がったわけで、画期的な出来事でした。　　　
訴訟は、自立支援法が、幸福を追い求める障害者の権利を侵し、法の下の平等を実現しようとする人々の努力に水をかけ、福祉を求める動きに待ったをかける法律だとして提起され、障害者の生きる権利を問い直すものとして人々に受け止められました。

日本国憲法の精神に自立支援法は反しているとする、「憲法裁判」と言っても過言ではないでしょう。
訴訟はどうなっているか
障害者自立支援法訴訟は現在（〇九年三月十日）どうなっているのでしょうか。

①昨秋の第一次提訴に続いて（京都は福知山市の稲継学さん。裏面参照）、四月一日に全国一斉第二次提訴が予定されている。京都では午後四時半から八人が提訴予定。
②全国では百人近い弁護団（団長・竹下義樹さん、事務局長・藤岡毅さん）、京都では十人を超える弁護団が組織されている（団長・竹下義樹さん、事務局長・藤井豊さん）。
③障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす会」が全国で結成され、地域でも同様の会が組織されている（京都の発会の集いは四月一日。詳細２面）。
④滋賀、福岡、広島、大阪、兵庫で第一回口頭弁論がすみ、京都、埼玉が三月に、東京は四月以降に弁論が始まる。

　いよいよ京都地裁で口頭弁論が始まり、四月には第二次訴訟がとりくまれ、訴訟応援団が発足します。原告・弁護団・勝利をめざす会が腕を組んで、最後まで闘うことが求められています。　　　　　✿
「障害者自立支援法訴訟の
勝利をめざす京都の会」に
あなたの力を貸してください

二〇〇五年に成立し、翌〇六年に施行された障害者自立支援法（以下、自立支援法）は、障害者施策の基本となる制度です

しかし、この制度は、根本的な欠陥を抱えており、成立以前から、強い批判にさらされてきました。それは「定率負担」原則が導入され、「応益負担」の考えで制度が設計されていることです。
自立支援法以前の障害者施策は、無料あるいは「応能負担」を原則としてきました。「稼得能力」（稼ぐ力のこと）の乏しい障害者に負担を求めないことがあたり前でした。
ところが、自立支援法は、障害者施策を有料にして、その一定割合の負担を障害者に求めます。すると、とんでもないことが起こります。それは、障害者が人間として暮らすあたり前の施策を、「私益」と捉えることから生まれてきます。
障害が重度であればあるほど、手厚い支援が必要です。例えば、寝返りを打てない人には、夜中の見守りが必要です。働こうと作業所に通うと、そこが福祉施設だというので、負担が求められます。工賃を上回る負担になることも珍しくありません。視覚障害者には外出時の手引きが必要ですし、聴覚障害者には手話通訳が必要です。車いす利用者にも外出支援者が欠かせません。挙句の果てに、所得のない子どもから利用料をとるという無茶もまかりとおりました。
「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会」
発会のつどい
とき：4月1日（水）[image: image1.jpg]



6時30分～8時30分
ところ：ハートピア京都３Ｆ
(烏丸丸太町下ル東側)

内容：①フレーフレーメッセージ　②「京都の会」、こんなことを！　③私も発言。裁判がんばれ！④弁護団から。障害者自立支援法の問題はここだ　⑤訴訟原告の訴え。なぜ国を被告にしたのか　
参加費：無料
「がまんできない怒り･･  石にかじりついてでも   必ず勝利したい」

原告・稲継学さんの父

清秀さんの発言

（全国の勝利をめざす会から）
京都でも、集会やパレードなどで、自立支援法と「応益負担」のでたらめさを訴え、国から改善策をひきだしてきました。改善策は、負担を軽くするものです。しかし、その改善策は、制度の一番の問題でもある「応益負担」の考えを改めようとはしていません。
そこで障害者らは、障害者自立支援法から「定率負担」と「応益負担」の考えを取り除き、日本国憲法が謳う「幸福追求権」（十三条）「法の下の平等」（十四条）と「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」（二十五条）を障害者福祉施策に実現するため、訴訟に立ちあがりました。京都では、福知山の稲継学さんをはじめ九人が原告に名乗りをあげています。
「勝利をめざす京都の会」発足へ！　　　　十月の「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす会」発足（二十七日）、「全国一斉提訴」をうけて、各地で　　　　　　訴訟勝利をめざす会が結成されています。京都でも、四月一日の二次提訴の日に、「障害者自立支援法訴訟の　　　勝利をめざす京都の会」が発足します。その呼びかけと当日の予定を紹介します。

私たちは、障害者があたり前に暮らすための施策を「私益」と捉えることに反対です。障害者福祉は、少なくても「応能負担」にすべきです。自立支援法から「応益負担」の考えをなくし、障害者に負担を求めないことは、障害者の尊厳から言っても、世界の趨勢から言っても、国連の障害者権利条約の精神から言っても必要です。
この訴訟は、「競争社会」にあえいでいる人、「格差と貧困」をなくしたいとねがっている人、「新自由主義」にマッタをかける人々に、限りない励ましを与え、連帯を呼びかけることになるでしょう。
原告、弁護団と腕を組んで、勝利のために闘いましょう。持てる力を出し合って、目的に向かって進もうではありませんか。あなたの参加を呼びかけるものです。　　　　　✾
長男の学は一九六七年に発病しました。「この子の命は三歳までです」と医師に宣告され、「乳幼児期以前の非進行性脳病変による移動機能障害、言語機能の消失」の身体障害者手帳一級と療育手帳Ａ の重度重複障害者となりました。
　「この子を一日でも永く生きさせてやりたい」と決心してから四十二年がたちます。生死をさまよう事故も何回かありました。いろいろあった。
　学が入れる保育所、幼稚園はどこにもなかった。はじめて請願運動にとりくみ、重度の子が入れるようになりました。学校は「就学猶予・免除」で奪われていたので、与謝の海養護学校づくりの運動に参加し、ＰＴＡ会長にも努力しました。卒業後の進路はなく、今度は共同作業所づくり運動にとりくみました。
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私たちにとって「運動」こそが生きていく証しでした。みなさんとの「運動」のおかげで、前をむいて生きてこられたと思っています。
　本来、社会福祉は、政治の責任で、障害者が安心して暮らせるようにすることです。なのに、障害者自立支援法は障害者・家族に負担をおしつけています。権利としての福祉をないがしろにし、障害を理由に利用料をむしりとる。どうしてもがまんできない怒りを覚えます。
　これまで制度のない中で少しずつ「運動」でつくってきたのに、一刀両断で、首をはねられるような気持ちにもなります。
　私たちは、この「運動」に無条件で参加しようと思いました。家族会議で「学とともにがんばろう」となりました。裁判所という公の場で、政府に堂々と正論で渡り合えると思うと、胸がわくわくします。
　どんなことがあっても、石にかじりついてでも、必ず勝利したい。✾
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京都地裁提訴後の記者会見で。学さん(中央),父清秀さん(左)、母清代さん(右)。
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